
様式１ 平成 ３１年度　　山梨県立山梨高等学校  学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評 価 項 目 具 体 的 方 策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意 見 ・ 要 望 等

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，
　　　学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

・生徒、保護者が欲する情報を時宜
に合った形で提供する必要がある。
・学校説明会の内容を精査し、本校
の魅力をどのように発信していく
か、より検討を進める必要がある。

4

・情報発信としてのホームページや学校
ブログは、意識して見に行かなければな
らないが、もっとフェイスブックのよう
にこちらから積極的に情報を発信できる
ツールも考慮したほうがよい。
・学校評価において、改善点や評価され
ていることなど、よりよい学校づくりを
進めていることを内外により積極的に発
信していく事も重要であると考える。

２地元中学校との連携を強化し、本校の教育内容や特色
や活動の成果を、学校説明会等を通じて積極的に広報す
る。

学校アンケートや授業参
観において検証。

３学校評価の適切な実施とその公開により、教育活動の
一層の改善と充実を図る。

学校アンケート、学校評
議員用アンケートの実
施。

Ａ4

地域や保護者に信頼され
る学校づくりの推進 １「学年便り」や「進路便り」、梨高メール、ホーム

ぺージなどを活用し、学校の教育活動について積極的な
情報提供を行う。

学校アンケートの実施。
広報物の検証。

・各種「便り」や「梨高メール」
「ブログ」等を通じて、学校の
「今」を発信することができた。
・学校説明会及び体験授業の機会
を充実させ、より多くの情報発信
を推進した。
・学校評価を集計・分析して全職
員にフィードバックするととも
に、課題と改善策の検討を行い、
その結果を共有した。

・通学及び下校時の安全確保に家庭と
協力しながら取り組んだ。
・生徒数減少の中で、部活動の活性化
に向けて、年間計画づくりやメリハリ
のある活動を目指して、全校体制で取
り組んだ。
・生命尊重の意識を、あらゆる機会を
通じて生徒に訴えてきた。

4

・事故の報告があったが、交通指導を徹底
し、自転車・バイクを安全に乗る指導をす
るだけで地域の信頼は上がると思う。
・生徒減の中、生徒が規模する部活動を維
持していくのは大変だと思うが、生徒会活
動や部活動は生徒の自主性を育むまたとな
い機会なので、これからも積極的に取り組
んでほしい。
・防災・安全教育は、常に見直しを図り、
いつ何時災害が起こっても自分の身は自分
で守る意識を醸成してほしい。

２部活動・委員会活動を活発に展開し、健康な体と感動
する心を持ち、他者と協調しながら自ら道を切り開くこ
とのできる生徒を育てる。

生活実態調査の実施と指
導。

３培われてきた防災・安全教育をさらに発展させ、生命
を大切にする指導に努める。

学校アンケートの実施。
行事の検証。

Ａ3

健康・防災安全教育の充
実とたくましい生徒の育
成

１基本的な生活習慣を確立し、生命や人権を尊重する心
やボランティア精神を育て、生活の質を向上させられる
ような、健康でたくましく生きる生徒の育成を図る。

学校評価アンケートの実
施。

・マナーアップ運動等の生活指導は
生徒の基本的生活習慣の確立に寄与
し、健全な生活を送る基礎になって
いる。
・部活動や委員会活動等を通して、
他者と協調し、目的を達成する意識
を育てることができた。
・積み重ねてきた防災・安全教育を
さらに推進し、生徒一人ひとりに、
生命を大切にする指導に努めた。

・他者理解がコミュニケーションの
基本であることを理解し、集団作り
を行っていく必要がある。
・各種体験活動や講演会で感じたこ
とをポートフォリオにまとめ、振り
返りを進めている。

3

・拡大いじめ対策委員会からの報告があ
り、いじめにあたるような事例がなくて
安心している。ただ、コミュニケーショ
ンが適切に取れないことで誤解が生じた
例が散見されたという報告があった。他
者理解のコミュニケーションの大切さを
これからも指導していってほしい。
・インターンシップをはじめ、本校の各
種体験活動やボランティア活動は、地域
からも期待されているものであり、生徒
のやる気を引き出す取り組みである。今
後も引き続き取り組んでほしい。

２LHRや各種講演会等をとおして、青年としての生き方や
人間としての在り方を学ばせる。

学校アンケートの実施。
道徳教育の全体計画の検
証。

３特別活動や体験活動の充実により、困難を乗り越える
強い意志と勇気、正義感や公正さを重んじる心や向上心
などの豊かな心を育む。

学校アンケートの実施。

Ｂ2

自他を敬愛する豊かな心
の育成 １望ましい集団活動をとおして、自己肯定感、充実感、

向上心を持つことのできる生徒を育てる。
学校アンケートの実施。

・部活動やグループ活動を通して、
集団づくりを行い、自己肯定感を育
み、他者配慮を重視する意識が醸成
しつつある。
・全校対象の講演会や「総学」の外
部講師による講義は、人間としての
生き方やあり方を考える契機となっ
ている。
・インターンシップを始めとする
様々な体験的取組は、課題解決に向
けた生徒のやる気を育んでいる。

・全校体制で授業力向上に取り組
んでいるが、教育情報機器や
Classiの積極的活用が望まれる。
・読書活動は、「朝読」に限ら
ず、各クラスで工夫を凝らし、本
と親しむ環境づくりをする必要が
ある。
・「総学」のテーマ学習は、地域
課題を探求し更なる発展を目指
す。

3

・本校の重点目標である「学習習慣の確立
と基礎基本の確実な定着」については、全
体的に成果を上げたと思われる。ただ、生
徒に授業の意図を理解させたり、週課題へ
の取組には、工夫の余地があると思われ
る。
・「朝の読書の時間」の取組に差がみら
れ、保護者・生徒の評価も違っている。読
書の効用は誰もが認めているところであ
り、より一層の工夫をお願いしたい。
・Classiの導入から2年が経過し、環境整備
とともに教育活動に適した幅広い活用が望
まれる。
・校訓や学習目標を常に意識する学校運営
がなされていると感じられる。

２計画的な課題学習をとおした確実な家庭学習の定着と
「朝の読書の時間」の活用をとおした継続的な読書習慣
の確立等により、「思考力・判断力・表現力」の伸長を
図る。

学習習慣の確立につなが
る学習評価方法の検証。

３「総合的な学習の時間」の実践等をとおして、学習意
欲を高めると共に、主体的な進路探求を深め、一人一人
の個性や適性に応じた進路実現を図る。

学校評価アンケート（生
徒・保護者・教員：以下学
校アンケート）や授業参観
において検証。

Ｂ1

基礎学力の確実な定着
と、学習習慣の確立 １「主体的・対話的で深い学び」への授業改善に積極的

に取り組む。

授業観察による評価、授
業改善アンケートや定期
試験及び模試等で評価。

・確かな学力の定着をめざし、授業
力の向上のために相互授業参観や研
究授業を積極的に行い、指導や評価
の改善を行っている。しかし、家庭
学習の定着や課題の出し方など、生
徒のやる気を喚起するには、もう一
工夫が求められる。
・「朝の読書の時間」の取組は、意
義と効果は認めるものの、教員に
よって取り組み方に差がある。
・「総合的な学習の時間」に対する
取組は、講演会や課題学習を通し
て、生徒の進路選択や思考力の伸長
に寄与している。

自 己 評 価 結 果 評価

Ⅱ誇りと気概を持ち、自他を敬愛する豊かな心の育成に努める。 概ね達成できた。（６割以上） できている。

Ⅲ健康･防災安全教育を充実させ、心身ともにたくましい生徒の育成を図る。 不十分である。(４割以上)

Ⅳ地域や保護者に信頼される学校づくりを目指す。 達成できなかった。（４割以下） できていない。

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学 校 関 係 者 評 価

本 年 度 の 重 点 目 標 年度末評価（２月10日現在） 実施日　（令和２年２月１４日）

学校目標・経営方針 校訓、最高指導理念である「至誠無息」を生活の中での心得として、常に目標や理想を高く掲げ、真摯に生きることを求める。 山梨高等学校長　三森　克人

本年度の重点目標

Ⅰ学びの本質に迫り、学習習慣の確立と基礎基本の確実な定着、学力向上に努め
る。

達
成
度

ほぼ達成できた。（８割以上）

評
価

良くできている。


